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〇
お 

知 

ら 

せ 

明
年
度
の
「
餅
つ
き
大
会
」
に
つ
い
て 

 

好
評
の
「
三
世
代
餅
つ
き
大
会
」
は
、
例
年
準
備
か
ら
実
施
迄
の
時
間
が
短
く

余
裕
が
な
い
、
又
時
間
的
に
も
午
前
と
午
後
の
連
続
の
中
で
役
員
へ
の
負
担
が
大

き
い
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
年
度
か
ら
は
「
餅
つ
き
大
会
」

と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開
催
す
る
月
を
１
２
月
と
１
月
に
分
離
し
て

実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
内
容
的
に
は
変
わ
ら
な
い
予
定
で
す
が
、
詳
細
は 

次
年
度
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
例
年
の
よ
う
に
楽
し
い
企
画
で
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
皆
さ
ま
宜
し
く
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

       編
集
後
記
： 

  

２
０
０
１
７
年
６
月
１
日
発
行 

○
募
集
：
会
員
の
皆
さ
ま
へ 

日
頃
の
趣
味
や
習
い
事
で
の
作
品
（
絵
画
・
書
道
・
手
芸
等
）
や
エ
ッ
セ
イ 

（
詩
歌
俳
句
を
含
む
）
等
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
紹
介
コ
ー
ナ
と
し
て
ご
利
用 

下
さ
い
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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第５回新春のつどい  

三世代餅つき大会 ＆ 

ファミリーコンサートが盛会！ 
第一部「三世代餅つき大会」 

 

第二部「ファミリーコンサート」 

 

 
鈴木メソードチェロ教室 

の皆さん（上） 

 
「オカリナ」サークルの 

皆さん（上） 

 
「清田和太鼓會の皆さん」 

皆さん「新春の集い」を 

盛り上げて頂きありがと 

うございました。 

例年にない参加人数で、今年で５年目になる 

「家族餅つき大会とファミリーコンサート」が 

１月１２日（日）第一部が１０時３０分から又 

第二部が１２時３０分より平岡公園会館大ホー

ルにて賑やかに開催されました。 

第一部では開会前から家族連れが多く訪れ、

餅つきの順番を待つ列が並び、餅つきにはギャ

ラリーから大きな声援と掛け声がありました。

その後ついたお餅を「黄な粉やお醤油」等、皆

で美味しく頂き美味しい笑顔が一杯でした。そ

の他綿アメコーナーや折り紙やコマづくり等の

昔遊びの手作りコーナーなど三世代のふれあう

姿に微笑ましい時間が流れていました。 

午後第二部の「ファミリーコンサート」では

女性部やボランティアスタッフの皆さん 

へ    ） 

による手作りの

オードブルや手料

理に参加者から

「美味しい！」と

大好評。 

♪更にチェロによ

る格調高い調べや

楽しいオカリナの

音色に「うまい（上

手）」のダブル効果

で拍手喝采。 

最後には勇壮な

和太鼓の演奏と参

加者も一緒に太鼓

を演奏する等 

皆さん「美味しか

ったよ！」「楽しか

った！」と最後ま

で笑顔の一時を過

ごしました。 
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町
内
除
排
雪
に
つ
い
て 

先
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
排
雪
」
の
申
請

期
限
が
２
月
３
日
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
の
積
雪
及
び
降

雪
予
想
が
例
年
に
な
い
少
積
雪
と
暖
冬
予
想
の
為
、
臨
時
役
員
会
を
開
き
、

実
施
の
可
否
を
検
討
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
積
雪
が
少
な
い
中
、
多
額
の
費
用
を
か
け
て
実
施
す
る
事
は

妥
当
で
は
な
い
と
の
判
断
で
本
年
度
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
排
雪
」
は
実

施
し
な
い
と
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
２
月
３
日
付
け
回
覧
に
て

お
知
ら
せ
） 

そ
の
後
降
雪
が
何
度
か
あ
り
、
結
果
的
に
は
例
年
と
同
じ
く
ら
い
の
積

雪
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
清
田
区
土
木
課
や
除
雪
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
を
し
「
緊
急
性
の
高
い
交
通
障
害
や
道
路
の
安
全
確
保
」
の
点
か

ら
現
地
を
確
認
し
対
応
す
る
と
い
う
事
を
確
認
し
、
会
員
の
皆
様
へ
お
知

ら
せ
を
い
た
し
ま
し
た
。
（
２
月1

7

日
付
回
覧
） 

除
雪
費
の
返
還
に
つ
い
て 

除
排
雪
の
中
止
に
伴
い
二
月
度
の
町
内
会
役
員
会
に
て
左
記
の
と
お

り
、
令
和
２
年
度
の
町
内
会
費
を
一
年
間
減
額
す
る
方
法
で
、
返
納
の
措
置

を
取
る
こ
と
を
決
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

記 

 
 

期 

間 

～ 

令
和
２
年
度
４
月
分
よ
り
令
和
３
年
３
月
分
ま
で
の 

１
年
間 

減 

額 

～ 

現
行
月
額
７
０
０
円
を
月
額
５
０
０
円
と
す
る
。 

（
毎
月
２
０
０
円
の
減
額
） 

 

以
上
、
会
員
の
皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

町
内
会
行
事
の
変
更
の
お
知
ら
せ 

 

 
 

過
日
、
回
覧
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
重
要
な
為
、
再
度
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
行
政
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
地
域
行
事
等
の
自
粛
・
中
止
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
為

３
月
に
お
け
る
諸
行
事
を
左
記
の
通
り
延
期
を
い
た
し
ま
し
た
。 

記 
 

【
延 

期
】 

令
和
２
年
度
班
長
会
議 

３
月 

 

日
（
日
）
→
４
月
５
日
（
日
）
に
変
更 

 

令
和
２
年
度
町
内
会
総
会 

４
月 

 

日
（
日
）
→
４
月 

日
（
日
） に

変
更 

 

💛

各
部
・
各
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

〇
総
務
部
よ
り
お
知
ら
せ 

・
新
入
学
児
童
へ
の
「
お
祝
い
品
贈
呈
」
に
つ
い
て 

令
和
２
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
様
に
町
内
会
よ
り 

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
お
祝
い
品
の
贈
呈
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
先
に
回
覧
に
よ
り
周
知
、
該
当
の
世
帯 

よ
り
申
し
込
み
を
受
け
付
け
終
了
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
〇
防
災
部
よ
り
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「
防
災
訓
練
に
つ
い
て
」 

新
型
ウ
イ
ル
ス
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
毎
年
３
月
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
、
町
内
会
の
「
防
災
訓
練
」
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。 

「
防
災
訓
練
」
は
９
月
に
も
実
施
予
定
で
す
の
で
そ
の
際
に
は
多
数
の
参
加
を 

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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